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１１月行事予定 ※変更もあります 

日 曜 朝 学校行事 太陽 

1 火 

 5 年脱穀 4 年校外学習 

照度・空気検査 PC サポート 

計算力テスト強化月間～12/9（金） 

 

2 水 集会 委員会 原爆絵画展～4（金）  

3 木  文化の日  

4 金  短縮 5 限授業 5 年脱穀予備日  

5 土    

6 日    

7 月  避難訓練（火災） 教育相談 SSW ○ 

8 火  

5 年道徳研究授業 

短縮 5 限授業（5 年以外） 

4 年 1 組連合音楽会 

 

9 水  高学年 6 限授業 6 年修学旅行  

10 木  6 年修学旅行 AET ○ 

11 金  3 年校外学習 就学時検診  

12 土    

13 日    

14 月  避難訓練（火災）予備日 SSW ○ 

15 火  学保タイム  

16 水 集会 4 限授業 AET J アラート  

17 木  短縮 6 限授業 AET ○ 

18 金    

19 土  とよにサタデー  

20 日    

21 月  教育相談 SSW AET ○ 

22 火  
学保タイム AET PC サポート 

ダスキンサポート 
 

23 水  勤労感謝の日  

24 木  AET ○ 

25 金  音楽会 AET  

26 土    

27 日    

28 月  個人懇談① 短縮 5 限授業 SSW  

29 火  個人懇談② 短縮 5 限授業  

30 水  
個人懇談③ 

クラブ（4～6 年短縮 6 限授業） 
 

 １２月行事予定 ※変更もあります 

1 木 
個人懇談④ 短縮 5 限授業 

AET PC サポート 

2 金 

個人懇談⑤ 短縮 5 限授業 

学校アンケート～7（水） 

音楽会同意書～７（水） 

5 月 平和学習報告会 教育相談 

6 火 

2 年研究授業（6 限） 

短縮 5 限授業（2 年以外） 

金曜時間割 PTA 運営委員会 

7 水 集会 4 限授業 

8 木 AET 

9 金 火曜時間割 

12 月 5 年校外学習 SSW 

13 火 
3 年研究授業（6 限）PC サポート 

短縮 5 限授業（3 年以外） 

14 水 委員会 

15 木 AET 

16 金 音楽会動画視聴～18（日） 

19 月 教育相談 SSW 

21 水 クラブ AET 

22 木 給食最終 大掃除 AET 

23 金 終業式 

24 土 とよにサタデー 

1/10 火 3 学期始業式 

 

豊二校だより 
令和４年(2022 年)１０月３１日 № ９ 

吹田市立豊津第二小学校 

吹田市江坂町２丁目５番１号 

℡6386－0861 FAX6386－8743 

http://www2.suita.ed.jp/school/es/16-toyo2/ 

１１・１２月は最終下校が４時になり

ます。 

感染防止に係る連絡について 

 新型コロナウイルス感染拡大防止に係

る対応として、お子様やご家族の方が

「抗体検査」を受けることになった場

合や濃厚接触者と特定された場合は、

学 校 へ 速 や か に 連 絡

（夜間・休日も含む）してください。 

欠席の連絡について 

 病気や家の都合で学校を休むときは、

必ず学校へ連絡してください。 

 連絡方法については「連絡帳」でお願

いします。電話による連絡は控えてく

ださい。 

 ご理解、ご協力をお願いします。 

１１月の学校納入金振替日は９日（水）、予備日は 

２２日（火）です。入金の確認をお願いします。 

 

１１月の生活目標 「使ったものはもとの場所にもどそう」 
 

自分のものも、みんなで使うものも、きちんとかたづけましょう。 

なくしたり、こわれたりすることがなくなり、安全で使いやすくなります。 

○●○お知らせとお願い○●○ 
 

音楽会について 
 １１月２５日（金）予定の「音楽会」は児

童のみの鑑賞となります。 

 保護者の方を対象に、１２月１６日（金）

～１８日（日）に「音楽会動画」の視聴日を

設定予定です。 

 ※視聴には同意書の提出が必要です。 

 

登校・下校時間について 
「８時から８時２０分までの登校」（課外

クラブの朝練を除く）としています。家を出

る時間を再確認していただき、学校到着時間

が守れるようご協力ください。 
 

１１・１２月は、最終下校が４時になりま

す。 

「これからの学校」 に 向けて 
 

さて、問題です。 

Ａ インターネットの普及は、国際社会で使われる言語の状況にどのような変化をもたらしたでしょうか。 

Ｂ 民族と言語との関係、民族と国家との関係、および国家と言語との関係について、世界の事例や現状

を踏まえて説明しましょう。 

Ｃ conservation※１をどのように行うべきか、あなたの意見を６０語程度の英語で書きましょう。 

（※１ここでは、“自然保護”といった意味でしょうか。） 

Ｄ 高齢者の生活を支援するのにあなたが有効と考える政策は何ですか。またその理由は。 
 

気づかれた方もいらっしゃるかもしれません。これらは最近出題された 大学の入試問題です。現代の世界で

社会問題となっていることについて問う設問のようですが、なかなか一筋縄ではいかない問題です。 

知識を詰め込んだだけでは解けません。知識は必要ですが、創造的な思考力も必要です。自分で考える力も

必要です。答えは一つではないかもしれませんが、「間違った答え」はありそうです。 

高校までの教科書で、このような内容をピンポイントで扱っていることはありません。これまでにインプッ

トした知識を使って、自身の考えを現実社会とのつながりの中から導き出すことが求められているようです。 

学校の授業で出される問題には「正しい答え」があるけれど、大人が生きる社会ではどうでしょう。答えが

あるような、ないような、あっても一つではないような、ではないでしょうか。実際のところ大人のみなさん、

みなさんが仕事や子育てなどで抱えている問題には、一つの正しい答えがありますか？ 

職場や家庭では「ＡもいいけどＢもいいよな」「ＣとＤの中間ぐらいはどうだろうか」などと相談しながらあ

るのかないのかわからない答えに向かって進んでいるのではないでしょうか。 

誤解を恐れずに言いますが、学校教育の中で「答えのある問題」を解決する力がついただけでは、これから

変化していく社会の中で出会う「確かな答えのない問題」に向き合って前へと進んで行く力とはならないので

す。社会に出た後に穏やかにその力を養っていく時間の余裕は、今はあまりなさそうです。だからこそ、今の

学校教育で求められているのは、子どもたちが主体的に学ぶ力をつけることであり、自ら課題を見つけ、その

課題を解決しようとする力をつけることだと、私は考えています。特に小学校はその礎となるような重要な位

置にあります。はたして問題を解くだけの授業、黒板をノートに写すだけの授業、先生の話を静かに聞いてい

る授業など、一斉講義形式の授業だけで、そういった力は養われていくでしょうか。 

令和３年１月、文科省中央教育審議会が「令和の日本型学校教育」について答申を出しました。「個別最適な

学び」と「協働的な学び」がその２本の柱です。簡単に言うと、子どもたち自身が学びたいと思うことを主体

的に学び、自分が望むやり方を自ら選んで学習していくこと、学んだことを共有し、みんなでよりよい学びを

生み出そうとすること、仲間と一緒に課題などに取り組むこと、ということです。現状では学校教育の全時間

をそのようにすることは、まだまだ難しいというのが正直なところですが、子どもたちが主体的に学習に取り

組む力をつけ、協働的に学ぶことの良さ、大切さを知ることができるように取り組んでいきたいものです。 
 

余談ですが、海外 の 大学にはこんな 入試問題もあるそうです。 

● 幸せだ、とはどういうことですか？（英オックスフォード大学） 

● 地面を地球の裏側まで掘って、その穴に飛び込んだらどうなりますか？（英ケンブリッジ大学） 

● 時間から逃れることは可能ですか？（仏バカロレア） 

校長 吉田一春 
 


